
市有建築物について利用者の利用目的に適合し、利用者の安全安心に配慮し、誰でもが自由に利用することが可能と
なることを目指し、工事の予算見積、設計、積算、工事監理を行うことを目的とする。

今後も利用しやすく、安全で低コスト、長寿命の施設供給をめざす。

今後の
方向性

行政資源を有効に活用する行財政運営
自律協働都市

施
策
の
大
綱

総務部資産活用課

事業： 施設建築総務管理事業 1297

04

整理
番号

施策分野(節) 施　　　　　策まちづくりの目標(章)

03第5章

目

的

総合
評価

妥当性

効率性

有効性

施策に
対する
貢献度

B

施設整備が目標どおり実施できた

A

目標通り市有建築物の整備を行ったが、経費削減や工期設定においてさ
らなる検討の余地がある

A
B

B

目

標

市有建築物の工事に関する予算見積をはじめ、設計、積算、工事監理の実施

事業費（決算額）・財源

所管課

事業費（決算額）

総コスト

財
源
内
訳

平成27年度 平成26年度 増　減

平成27年度 平成26年度 増　減

職員数

再任用職員数

一般財源

311,737

302,821

1.15

0.00

300,225

0

0

2,596

一人あたり

世帯あたり 6,593

2,859

参
考

(円)

(円)

(人)

(人)

コスト情報・従事職員数

306,321

300,300

0

0

6,021

315,540

1.20

0.00

6,668

2,857

-3,500

-75

0

0

-3,425

-3,803

-0.05

0.00

-75

2

国府支出金

地方債

その他特定財源

事業の概要

評価

平成26年度

 (千円)

 (千円)

 (千円)

 (千円)

 (千円)

 (千円)

平成27年度

評
価
理
由

評
価
理
由

総合
評価

妥当性

効率性

有効性

施策に
対する
貢献度

B

A

A
B

B

人件費

公債費

内
訳

8,916

0

事業費（決算額） 302,821

9,219

0

306,321

-303

0

-3,500 (千円)

 (千円)

 (千円)
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